




























Reflective Learning to promote Self-awareness of Helping professions on Caring
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ください（なったつ
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もりになってみて






































































































































に関する項目 6 項目、いずれも 5 あてはまる、 4
だいたいあてはまる、 3 どちらともいえない、 2






























それぞれ F 1 「今ここ及び自己概念への気づき」、
F 2 「援助・支援改善に向けての手がかりの明確














3 ．5 ．自己覚知 3尺度得点によるクラスタ分析
算出した 3 つの尺度得点を用いてクラスタ分析
（ward 法）を行ったところ、 4 つのクラスタを
得た。それぞれ欠損値を除いて第 1 クラスタには
23名、第 2 クラスタには31名、第 3 クラスタには








れも p<.001）【表10－ 1 】【図 6 】。また Tukey
の HSD 法による多重比較を行ったところ、いず
れの尺度得点においても第 3 クラスタ＜第 2 クラ
スタ＜第 4 クラスタ＜第 1 クラスタという結果に
なった。これらの結果から、第 1 クラスタを「気
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